
 

 

 

主  催：(一社)日本建設機械施工協会中国支部、（一社）広島県建設工業協会 
共  催：(公社)日本測量協会中国支部、全測連中国地区協議会、(公社)土木学会建設用ロボット委員会 
後  援：国土交通省中国地方整備局、国土地理院中国地方測量部、広島県 

「測量の日」中国地区連絡協議会  
 

拝啓 皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 インフラＤＸ,ｉ-Construction は、国土交通省はもとより、地方公共団体でも取組みが促進され、地

元の施工業者、測量設計業者等による活用も拡大し、いよいよ本格的な実施段階に来ています。 

また、BIM／CIM は令和５年度より国土交通省の直轄案件において全面適用とされており、最新の情

報が不可欠な状況にあります。そのため、新年度に入ったこの時期に、インフラＤＸ,ｉ-Construction の

現状、今後の方向性や最新の事例を紹介するセミナーを開催致します。 

発注機関ならびに施工業者の現場従事者、測量設計業、次世代を担う学生の皆様など、多数の方々の
参加をお待ちしております。 
 なお、本セミナーは土木施工管理技士、ＲＣＣＭ、技術士、測量、設計など資格取得者の継続学習
制度（ＣＰＤ）等の学習プログラムとして認定されています。参加者のうち希望者に受講証等を発行
します。 

                                      

記 

 
 １．日時及び場所 令和６年４月２５日（木）１３：００～１７：００（受付開始１２：３０～） 

広島県民文化センター 多目的ホール（広島県広島市中区大手町１丁目 5番3号） 

２．講演内容   

① 13:00～13:05 開会挨拶            （一社）日本建設機械施工協会中国支部 

② 13:05～13:55 講  演『建設 DX に資する ICT 施工の取組』 

国土交通省 大臣官房技術調査課 施工企画室   

課長補佐 中根亨 

③ 13:55～14:40 講  演『中国地方の建設現場の生産性向上について』 

国土交通省中国地方整備局 企画部 

                   建設情報・施工高度化技術調整官 樋野義周 

④ 14:40～14:45 休  憩 

⑤ 14:45～16:05 講  演『ICT 活用工事の課題と解決のヒント』 

                （一社）日本建設機械施工協会 施工技術総合研究所 

                         研究第 3 部 次長 藤島崇 

⑥ 16:05～16:45 講  演『i-Con 銭勘定』 

                         コベルコ建機(株)新事業推進部  

                  新事業企画グループ マネージャー  関口伸吾                       

⑦    ～17:00 閉会挨拶                 （一社）広島県建設工業協会 

 

3．定  員  ２７０名 

※ 定員に達し次第申込みを締め切らせて頂きます。 

4．申込方法  申込みは、いずれか１つの機関に申込み下さい。 

尚、参加申込書（Excel データ）は（一社）日本建設機械施工協会中国支部ホーム

『 ＤＸ・ｉ-Ｃｏｎセミナー 2024 』開催のご案内 



ページ (http://jcmachugoku.jp/)からダウンロードし必要事項を記入の上、申込先

機関にメールで送付下さい。 

①申込みの場合は参加申込書を Excel データのまま送付して下さい。 

②申込み受付後、メールで申込担当者宛に『受付確認メール』をお送りします。 

申込期限：令和６年４月 12 日(金) 

申 込 先 機 関 申込先メールアドレス インボイス対応について 

(一社)日本建設機械施工協会中国支部 kousyu@jcmachugoku.jp 
対応可。下記注１を参照 

(一社)広島県建設工業協会 kaiin@hirokenkyo.or.jp 

(公社)日本測量協会 中国支部 chugokushibu@jsurvey.jp 対応可。下記注 2 を参照 

全測連中国地区協議会 s-sokkyo@mx.miracle.ne.jp 未対応。下記注３を参照 

5．参 加 費   

会員 3,000 円/人（内消費税 272 円）、非会員 5,000 円/人（内消費税 454 円）、 

学生・行政団体 無料  

※会員とは、(一社)日本建設機械施工協会、（一社）広島県建設工業協会、（公社）日本測量 

協会、全測連中国地区協議会のいずれかの会員又は会員企業に所属の方です。 

    ※インボイス対応について 申し込み機関により対応方法が異なります。 

    注１．『受付確認メール』と併せて請求書（PDF）をメールで送信致します。領収書の発行は 

       致しません。 

    注 2．請求書の発行は行いませんのでご自身で参加費を計算の上お振込みをお願いします。 

       入金確認後に『受付確認メール』と併せて領収書をメールで送信致します。 

    注３．インボイス対応の書類発行は致しません。請求書の発行は行いませんのでご自身で 

参加費を計算の上お振込みをお願いします。領収書の発行も致しません。 

       入金確認後に『受付確認メール』を送信いたします。 

    ※お支払後に変更・キャンセルされた場合は、返金は一切致しませんので、ご注意下さい。 

6．支払方法  参加費の支払いは、参加申込書に記載の申込先機関の口座にお振込み下さい。 

参加費払込期限：令和６年４月 17 日(水) 

7.  資料配布  紙媒体の資料配布は行いません。『受付確認メール』に資料をダウンロードする為 

の URL とパスワードを記載します。４月２4 日以降に参加者ご自身で取得をお願 

いします。尚、URL は参加者以外への公開は出来ません。 

8．継続学習制度（ＣＰＤ等）について  

本セミナーでは下記の継続学習プログラムとして認定されています。参加者のうち希望者に受

講証等を発行します。参加申込の情報は各機関で共有をさせて頂きますので、特定の方が２つ

の機関に重複して申込みをされる必要はございません。いずれか１つの機関にお申し込みをお

願いします。 

＊土木施工管理技士、技術士   ４ポイント 日本建設機械施工協会中国支部にて発行 

＊ＲＣＣＭ           ３．５８ポイント       同上 

＊測量             ４ポイント 日本測量協会中国支部にて発行 

＊設計（全測連会員企業の方のみ）４ポイント 全測連中国地区協議会にて発行 

http://jcmachugoku.jp/

